
　既存の人工林をモミ・ツガ天然林型林分へと誘導する

ための施業法の確立を目的とし，ヒノキ人工林内へのモ

ミ・ツガの侵入状況と過去の施業による影響について林

分調査と樹幹解析により解析を行った。林分調査の結果

から，間伐の度合いが林内の後継樹の保持と稚樹の侵入

の促進に大きく影響することが示唆された。また樹幹解

析の結果より，モミ後継樹の成長においては上木の密度

や林内の明るさだけでなく後継樹の樹齢にも関係するの

ではないかと推察された。

Ⅰ．はじめに

　モミ・ツガ天然林は，暖温帯上部から冷温帯下部にか

けて広く分布しており，この地域の植生の強化と林地保

全，生態系の安定を保つために重要な森林である。しか

し最近の５０～６０年間に急激に減少し，現在では残存的な

森林になりつつあり，その消滅が懸念されている（2）。

霧島山系にはそのモミ ･ツガ林が広くまとまって存在し

一部は特別保護地区として保護されているが，近年面積

の減少と分断化（3）や樹勢の衰え（5），シカによる樹

皮の剥皮，新葉・新梢の採食等によるモミ・ツガの更新

阻害などが重要な問題になっている（4）。また霧島の

モミ・ツガ林は国立公園という立場から，景観や生物多

様性の維持が特に重視される地域にあり，それらを考慮

した施業が必要となっている。

　健全なモミ ･ツガ林の保存・拡大のため施業の一つに

人工林からモミ ･ツガ林へと誘導する方法が考えられる。

すでに現場サイドでは実験的に人工林を将来モミ・ツガ

天然林に似た林分へと誘導するための施業が実施されて

いる箇所もある（6）。しかしながら，このような施業

法についての技術的な情報や研究事例は少なく，施業法

の確立には至っていない。

　そこで本研究では，既存の人工林をモミ・ツガ天然林

型林分へと誘導するための施業法の確立を目的とし，本

報では過去にモミ ･ツガ林への誘導を目的とした施業が

実施されたヒノキ人工林において，モミ・ツガの侵入状

況と間伐等の施業がモミ ･ツガの成長に及ぼす影響につ

いて解析を行った。

Ⅱ．対象地の概要

　対象地は霧島屋久国立公園内の新床国有林６０林班ろ小

班であり，国立公園第３種特別地域，風致探勝林および

森林空間利用林に指定されている。対象小班は標高７５０

～９５０mに位置し，モミとツガを主体とする針広混交林

と隣接する８４年生のヒノキ人工林である。この林分では

モミ・ツガ天然林型林分への誘導を目的とした施業とし

て１９９０年に伐採幅２０mの帯状の間伐（材積間伐率１８％），

さらに１９９４年には通常の間伐（同２５％）が行われている。

このときの間伐は帯状間伐跡と索道跡で区切られた林分

それぞれで間伐強度が異なっていた。対象林分の１９９２年

時の状況を図－１に示す。

Ⅲ．調査方法

　対象地内において，帯状間伐跡に平行に幅１０m，長さ

１００～１５０mのラインプロット（以下プロットと記す）を

３箇所設定し，プロット内に出現したモミ，ツガ，ヒノ

キの全個体と胸高（１．２m）直径４cm以上の広葉樹につ

いて樹種，胸高直径，樹高，根元位置を測定した。胸高

直径は直径テープを用い０．１cm単位で，樹高はバーテッ

クス測高器とポールを用いて０．１m括約で測定した。ま

たモミとツガにおいてはシカの食害痕の有無と食害位置

についても調査を行った。本報では便宜上，樹高１．２m

以上の個体を後継樹，１．２m未満の個体を稚樹と定義し

た。

　樹幹解析は保護樹帯である斜面最上部の林分を除く４

つの林分において，モミ ･ツガの後継樹を伐倒し円板を

採取した。試料木はモミ１９本，ツガ３本の計２２本で，
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０．０mの位置と０．２ｍから１．７mまでは０．５mおき，それ以

上は１mおきに円板を採取した。資料木は各林分のな

るべく全ての直径階から選定した。解析は Stem-

Analyzer Ver. ０．９９．１０を使用した。

Ⅳ．結　果

　（１）林分調査の結果

　現地調査の結果より，帯状間伐跡と索道で区切られた

それぞれの林分のヒノキのみの相対幹距比（Sr），樹種

別のha当たり本数，同材積等を計算した（表－１）。シ

カの食害はツガではまったく被害が見られず，モミの樹

高の低い個体に集中してみられた。そこでモミの稚樹に

ついて，林分別のシカによる食害本数と食害率の計算を

行った（図－２～３）。

　各林分の相対幹距比（以下 Sｒと記す）は１７から１０２

で，最も強く間伐が行われた林分では間伐による上木の

減少のほか，その後の風倒被害が Sr の増加に大きく影

響したものと考えられる。モミ稚樹の出現本数は Sr１７

の林分を除き，Sr 値が高い林分ほど出現本数が多く，後

継樹は逆に少なかった。シカによる食害は Sr の値が高

い，明るい林分ほど多く，食害率も高くなっていた。

　間伐が強く行なわれるほど林内が明るくなり稚樹の侵

入は促進されるが，間伐が行なわれることによってシカ

が林内を移動しやすくなり，そのため食害も増加する。

逆に間伐が弱ければ，林内に存在する後継樹は保持され，

シカの食害も押さえられるが新たな稚樹の侵入はあまり

望めない。ただ Sr１７の林分で稚樹，後継樹共に出現本

数が多かったのは，上木のヒノキの密度は高いがその林

分がちょうど尾根筋に位置し，また隣の林分との境界部

分に当っていたため側方から光が入ったことが原因とし

て考えられる。さらにヒノキを含む下層木の密度が高い

ためシカの侵入は阻害され，食害は非常に低く押さえら

れた。そのため後継樹，稚樹共に多く出現したと考えら

れた。

　（２）樹幹解析の結果

　資料木２２本のうち，特にモミ１９本の胸高直径と樹高の

成長曲線と最近１５年間の連年成長量を算出した結果を図

４～７に示す。資料木の樹齢は７０年～１９年と幅が広く，

採取した個体は全て帯状間伐以前から林内に存在してい

た。また４０年生未満の比較的若い個体は間伐が最も強く

行なわれた Sr１０２の林分に多かった。

　間伐がモミ後継樹の成長に及ぼす効果についてみてみ

ると，１９９０年に行われた帯状間伐の影響は胸高直径成長，

樹高成長ともにどの林分においてもほとんどみられな

かった。１９９４年の間伐については胸高直径成長が Sr２２

の林分以外で間伐以後に改善がみられた。しかし，樹高

成長については Sr１０２の林分においてのみ効果がみられ

たがそれ以外の林分においては特に見られなかった。こ

のことから，モミの成長，特に樹高成長においては上木

の密度や林内の明るさだけでなく後継樹の樹齢にも関係

するのではないかと推察された。

 Ⅴ．考　察

　稚樹の侵入の促進と，後継樹の保持，シカの被害の発

生に間伐強度が大きく影響することが示唆された。後継

樹の保持という点では間伐強度は弱いほど好ましいが，

稚樹の侵入を促進させるという点においては逆に強いほ

どその効果が期待出来る。しかし強く間伐を行なうとシ

カの被害も増加することから，目的に応じて間伐の強度

を調整する必要がある。樹幹解析の結果からは，モミ後

継樹の成長は光環境だけでなく，後継樹の樹齢にも関係

し，後継樹が老齢な場合は光環境が改善してもその後の

成長が望めない可能性があることが推察された。しかし

ながら，既存の研究などによると高齢な６０年生前後の被

圧木の成長も好転するという報告（1）もある。した

がって，この点に関しては今後データを増やしたのち，

新たに統計的検定などを行なうなどして解析をしなおす

必要があると思われる。

Ⅵ．終わりに

　今回の研究の結果はあくまでも現在の森林の状況と最

近の１０年間の施業履歴からの推察であるため，植栽後か

ら現在までの林分の推移やモミ・ツガの消長，現在から

将来にかけての林分の推移については全く明らかにされ

ていない。今後は上木のヒノキの樹幹解析を行い，ヒノ

キ林の推移を明らかにし具体的な間伐時期，間伐強度な

どについての検討を行なう予定である。
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図－１　対象地の状況とプロットの設置状況
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表－１　林分構造

平均樹高
（m）

平均直径
 （cm）

材積
（ｍ３）

本数
 （本／ha）

樹種
相対幹距比※

（Sr）

１３．７１９．７３０２．７１３１０ヒノキ

Sr ＝１７

３．８４．９３１．４２４３０モ　ミ

０．９――８５０稚　樹

３．７５．８１．９１８０ツ　ガ

５．２６．２２８．１２３３０広葉樹

５．７８．５３６４．０７１００総計

１３．６２３．３２５０．０８３３ヒノキ

Sr ＝２２

６．４８．２４４．６１１９４モ　ミ

０．７――３６１稚　樹

５．８９．０１．４２８ツ　ガ

７．８８．５４３．７１１１１広葉樹

８．０１１．２３３９．７３５２８総計

１５．１２２．３５１．３１６２ヒノキ

Sr ＝５０

４．４６．３２９．３９７１モ　ミ

０．７――７６５稚　樹

２．１２．２１．４１４７ツ　ガ

５．７７．５２２．４１０１５広葉樹

４．４６．１１０４．３３０５９総計

１４．０２４．０１２８．８３９４ヒノキ

Sr ＝３１

４．２６．１３１．５１１３６モ　ミ

０．６――３９４稚　樹

４．８８．４０．８４５ツ　ガ

５．５７．０３３．７１１８２広葉樹

５．４９．１１９４．８３１５２総計

１５．３２２．８１３．３４１ヒノキ

Sr ＝１０２

２．４３．２６．８８１１モ　ミ

０．７――８６５稚　樹

４．７８．４１．８５４ツ　ガ

４．５６．６１２．９９０５広葉樹

２．８５．６３４．８２６７６総計

※相対幹距比は各林分のヒノキのみを対象に求めた値である。

図－２　モミ出現本数

図－３　稚樹本数と食害本数，食害率

図－４　胸高直径成長曲線

図－５　樹高成長曲線
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図－６　胸高直径連年成長量の最近１５年間の時系列変化

図－７　樹高連年成長量の最近１５年間の時系列変化


